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ップ以外に第８と第９バンド間、第 24 と第 25 バンド間、第 54 と第 55 バンド間にマルチの完全バンドギャップが開
く条件がある事を実験とシミュレーションで新たに見出している。 
 第５章においては、電磁波完全反射体の金属球を用いたダイヤモンド構造フォトニック結晶を作製し、誘電体球フ
ォトニック結晶よりも広い完全バンドギャップの発現を確認し、その発生要因を示している。 
 第６章においては、外部因子により制御する可変フォトニック結晶の一つとして構成材料の一部に磁性体（ガーネ
ット型フェライト）欠陥層を用い、外部磁界の変化でバンドパス部分を制御する方法を検討し、実験による動作の確
認と、シミュレーションによるメカニズムの解析をし、設計指針を示している。 
 第７章においては電磁波の反射体を上記の酸化チタン誘電体球と鋼球を用いてダイヤモンド構造フォトニック結
晶で作製し、電磁波の入射角に依存しない反射体として有用な事を示した。 
 第８章においては本論文の総括を行っている。 
 以上のように、フォトニク結晶の新しい作製法を示し、誘電体球を用いたフォトニック結晶でマルチ完全バンドギ
ャップが発現することを計算と実験で示し、また、磁性体を用いた可変フォトニック結晶の可能性を計算と実験の双
方より示している。これらの新たな知見はフォトニック結晶が電磁波反射体を含めた種々の新たな電磁波制御アプリ
ケーションに展開される元になると思われる。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
